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1 はじめに 
東日本大震災では広範囲にわたって被災し，多

数の被災者が出た．また，電話回線が混雑し，通

話規制が行われたため，安否確認が困難となった．

そのため，災害発生後において住民の安否確認を

迅速にサポートすることができるシステムが求め

られている．また，洪水などの災害発生前に連絡

を取りあうことや家族の居場所を知っておくこと

の需要も高まってきている． 

我々はスマートフォンの GPS や各種センサより

得られたデータをインターネット上にあるサーバ

に蓄積，ユーザが情報を共有することができるシ

ステム TLIFES（ Total LIFE Support system ）

[1][2]を提案している． 

本稿では TLIFES の機能を活用した安否確認シス

テムを提案する．TLIFES により集められた情報を

電子掲示板で共有することにより安否確認をサポ

ートする． 

 

2 TLIFES の概要 
図 1 に TILIFES の概要を示す．TLIFES では，ス

マートフォンの通信機能とセンサ機能を活用し，

ユーザ同士が情報を共有することができる．セン

サ情報の取得には，GPS や加速度センサ，地磁気セ

ンサを用いる．スマートフォンは，取得したセン

サ情報をインターネット上の TLIFES サーバに定期

的に送信し，データベースに蓄積する．蓄積され

た情報は，許可されたメンバであればパソコンや

スマートフォンからいつでも閲覧することができ

る．TLIFES サーバでは，現在と過去のセンサ情報

を比較することにより，ユーザに異常がないかど

うかを判断する．異常が検出された場合には，予

め登録されたメールアドレスに対し，アラームメ

ールを配信する．行動履歴を学習しておき，通常

行動範囲を越えたときにアラームメールを送信す

る機能は実現済みである．以上より，ライフログ

の閲覧などの日常利用可能な基礎部分は実現され

ている． 

更に TLIFES では，家族を含む地域コミュニティ

の 活 性 化 の た め に SNS （ Social Networking 

Service）の機能を組み込むことを計画している．

提供する機能としては，家族，友人などグループ 

 

の定義，公開情報の設定，グループ内での簡単な

IP 電話，チャット機能などである．TLIFES では加

速度センサでユーザの移動を判定しており，移動

中には位置情報を 2 分単位で取得している．つま

り，ほぼ直前の位置情報がサーバに蓄積されてい

る．また，徹底的な省電力化が図られている． 

 

3 提案方式 

3.1 提案方式の前提 
前提条件として，情報交換を行う住民全員がス

マートフォンを保持しており，TLIFE が導入されて

いるものとする．また，家族などのグループを予

め作成してあることとする．TLIFES サーバは可能

であれば，自治体などから災害情報や災害規模に

応じた避難場所を取得することができる．TLIFES

サーバは気象庁の災害情報 XML ファイルを取得し，

解析できる状態であるとする．また，利用者側で

ある家族が何らかの統一された連絡手段のアプリ

を持っており，非常時の連絡手段として TLIFES に

登録されているものとする． 

 

3.2 提案方式の動作 
 TLIFES サーバは災害発生後や避難勧告発令後，

災害規模に合わせて被災地域の住民のスマートフ

ォンに災害用掲示板を起動し，最寄りの避難場所

の位置情報を表示する．また，避難勧告前でもグ

ループ内での避難準備や情報交換を円滑に進める

ために，グループ内の誰かが災害用掲示板を起動

することもできる．掲示板のグループの範囲は予

め定義した家族に限定することとしている． 

TLIFES サーバには家族全員の直近の位置情報が蓄 

図 1 TLIFES の概要 
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積されている．利用者が被災地近辺でネットワー

クが使えないユーザの直近の情報を取得できる．

このことを利用して安否確認をサポートする．災

害用掲示板は TLIFES サーバ上のデータを活用する

ことで実現する．TLIFES サーバ内の家族の位置情

報を利用して，家族全員の位置を地図上に即座に

表示する．プライバシを配慮し，通常時に位置情

報を開示するかどうかは設定可能とする．グルー

プ内の誰かが災害用掲示板を起動したときは，位

置を開示してよいかどうかの確認を行う．確認の

応答がない場合は強制的に位置を開示する． 

 

3.3 災害用掲示板の詳細 
 災害用掲示板の表示内容は迅速な安否確認を行

う上で重要である．ヒアリング調査などを通し，

入力が少なく扱いやすい，シンプルかつ有用な画

面設計を行った．その結果，以下の 5 つの画面に

することとした．図 2 に災害用掲示板の表示例を

示す． 

3.3.1 ホーム画面 
 図 2 の左上にホーム画面の表示例を示す．ユー

ザを中心とした地図上にグループメンバの位置情

報と最寄りの避難所を表示する．最寄りの避難所

の位置情報は自治体から取得できた場合に表示す

る．家族の位置情報は TLIFES サーバが保持してい

る直近の情報を元に取得できる．このように，起

動時に家族全員の位置が瞬時に分かることが本シ

ステムの最大の特徴である． 

3.3.2 安否入力画面 
 図 2 の右上に安否入力画面の表示例を示す．ユ

ーザの状態を 3 つのボタンから選び入力する．こ

の入力は TLIFES サーバに保存され，入力された内

容はユーザのとして掲示板に自動的に反映される．

安否確認において本人からの情報が一番確かなも

のであるので，適宜入力を求める通知をユーザの

端末に表示する． 

3.3.3 安否閲覧画面 
 図 2 の左下に安否閲覧画面の表示例を示す．画

面上部では，ユーザを中心とした地図上にグルー

プメンバの位置をプロットし，画面下部では，グ

ループメンバの最終応答時間と安否入力の状態と

位置情報を文字にしたものを表示する．グループ

メンバの状態は，それぞれのメンバの安否入力画

面での入力が反映される．  

3.3.4 掲示板画面 
 図 2 の右下に掲示板画面の表示例を示す．ユー

ザが事前に普段よく使う連絡手段のアプリを登録

しておくことで，災害用掲示板上の画面上部バー

を画面上に残したまま，連絡手段のアプリに飛ぶ

ことができる．これにより，上部バーから災害用

掲示板に戻ることが容易となる．実際にはバー部

分をウィジェット化したものを別アプリ上にオー

バーレイさせることで実現される． 

3.3.5 災害情報画面 
 地震の震度や震源地などの情報を表示する．表

示できる情報は気象庁の災害情報 XML ファイル内

にある情報である．  

 

4．まとめ 
本稿では，TLIFES を活用した安否確認システム

を提案した．災害用掲示板にはユーザの応答や位

置情報が表示され，グループ内での情報交換を円

滑に行うことができる．これにより安否確認をサ

ポートする．今後，実用化に向けて実装を進めて

いく． 
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図 2 災害用掲示板の表示例 
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